



























































1 1- n nRT
-=- +~FP βJ (=
のように表すことができる･nは気相の重量分率,別 ま気体定数 (5×102Jkg-lK~l),Tは絶対
温度,pは庄九 plは液体マグマの密度である･この関係に,典型的なマグマの温度 (1×103K),






















達する噴煙柱を作る ｢プリニー式噴火｣と呼ばれる爆発的な噴火 (噴出率 106-109kg/S)にな
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図7:火山噴煙の1次元定常モデルの数値計算結果.噴煙の密度と大気の密度 (左)および上昇速
































































んでいる.この ｢再現性の構造｣ を知ることは,自然現象に見られる個別性 (特殊性)と普遍性
の関係を理解することに他ならない.
火山噴火や地形などの自然現象を対象としてモデル化を行う場合,周期性などの歴然としたパ
ターンを発見すると,そこに何らかの再現性 (不変性)があることを認識する.周期性などのパ
ターンについては,対称性 (これもまたある意味での ｢不変性｣)などの数学的な概念を用いて定
式化することが容易である.そのため,自然現象に対する数理モデルの研究は,定式化しやすい ･
対称性をもった再現性を説明することに集中しがちである.しかし,そのような定式化しやすい
自然現象に問題を限定するのは,数理モデルという研究手法のもつ潜在能力を大幅に制限するこ
とになる.数理モデルという研究手法を,定式化しやすいパターンを記述する道具としてだけで
はなく,自然界に潜む再現性を掘り起こす道具として使うことはできないものだろうか.
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